

～生徒の自己理解を促し，肯定的な自己理解を深めていくために～
　例１）自己理解に関わる項目を記述するとき（キャリア・パスポート学年末）











　例２）生徒が目標を記述したものの，あまり内容が具体的でないと感じたとき


中学２年生になって新たに成長・発見したことは何かな？





「う～ん・・・」


「特に無い！」





「○○なところ！」





Point①　反復し，褒める





振り返りシートの記述をヒントに


・さっきの「印象に残った出来事や場面」


　ではどんなことを書いた？その場面を選んだ理由の中に，新たに成長した部分がきっとあるんじゃないかな。





・そうか，確かに○○なところが成長できた


　よね！


（□□のときに△△の役割してくれていた


　姿も見たし…あれ素晴らしかったよ！）


　今後も○○なところを生かして，さらに次の目標を立てて成長できたら良いね！





「分からない・・・」





Point②　肯定的な言葉がけをする





普段の関わりをもとに


・前に比べて少しでも成長したり，前向き（積極的）に取り組めたりできるようになったことは無いかな？　（以前に記入したキャリア・パスポートを見ていきながら関わるのもよい）


・□□のとき，△△の役割してくれていて先生は嬉しかったよ！その時にどんなことをしてクラス（学年）に貢献できた？





Point③　記述内容は生徒から出させる





・なるほど。確かに○○なところを取り組めば，さらに成長できるね！ただ，次の学年ではさらにどんな行動をすれば○○することにつながるかな？目標に向けて行動に移すことで，今年以上に成長することができると思うから。





Point④　具体的な目標を設定する
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